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歯 06 歯科用印象材料 

一般医療機器 歯科適合試験用材料 70881000 
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【形状・構造及び原理等】 

  

形状：  

 

 

 

 

 

 

 

チューブ   ジャー   ポンプ 

 

材質：ペースト（シリコン化合物） 

 

【使用目的又は効果】 

 

有床義歯又は補綴物を口腔内に装着する場合、粘膜面又は支台歯へ

の適合状態を確認するために用いる材料である。 

 

【使用方法等】 

 

一般的な使用方法 

 

1. チェックしたい義歯の表面を乾燥させる。 

本品は乾燥面にしか塗布することができない。 

2. ペーストを一旦紙練板か他の容器に移してから、過剰に盛らない

ように専用のブラシでブラシの跡が残る程度に本品を義歯の表

面に薄く一層塗布する。 

3. 口腔内組織を唾液で濡らす。 

4. 義歯を口腔内に戻し、中程度の力で圧する。過大または過小な力

は正確な結果を出せないことがある。 

5. 義歯を取り出し、ペーストの抜けたところを切削研磨する。 

6. ティッシュペーパーで本品を拭き取る。 

7. 義歯の不適合なところがなくなるまで繰り返し上述の操作をす

る。 

 

義歯による口内炎または疼痛の場合の使用方法 

 

1.痛みのある部位を確認する。 

2.痛みのある義歯の片側の半分ほどに本品を薄く塗布する。 

3.義歯を口腔内に入れ、患者に痛みが確認できるよう咬み合せ、開

口または筋肉運動をさせる。 

4.義歯を慎重に取り出し、粘膜面をチェックする。 

5.ペーストの抜けたところを切削研磨する。 

※注意：義歯辺縁部の疼痛は辺縁部が過長であるということよりも、

内側または外側の接触のタイトさに原因があることが多いような

ので、辺縁部を削りすぎないように注意すること。また、顎舌骨

筋付近をチェックするとき、義歯を手で顎舌骨筋稜に圧するよう

にして、この部位のリリーフを充分に行うよう注意すること。 

 

新しい義歯と即時義歯の場合 

 

義歯装着後の痛みを防ぐために、新しい義歯を患者に渡す前に、

必ず本品で適合をチェックすること。 

 

局部義歯の場合 

 

フレームワークやクラスプの内面に本品を塗布し、適合をチェッ

クする。 

 

インレーの場合 

 

インレーの内面に本品を塗布し、適合をチェックする。 

 

ピー・アイ・ピーの除去 

 

本品を除去する際は、P.I.P リムーバーやオレンジソルベント（別

売り）、又は食器用洗剤を清潔なティッシュペーパーや綿球に染み

込ませて拭き取ること。 

 

【使用上の注意】 

 

・本品に対して発疹、皮膚炎など過敏症の既往歴のある患者には、

本品を使用しないこと。また、使用により過敏症状を起こしたと

きは使用を中止し、医師に相談する等適切な処置を施すこと。 

・使用前に必ず製品及び包装の点検をし、汚損、破損、その他損傷

等が確認された場合使用しないこと。 

・専用ブラシは一度使用したら廃棄すること。 

・【使用目的又は効果】の項に記載の用途以外には使用しないこと。 

・歯科医療有資格者以外は使用しないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

 

・使用後はキャップを確実に閉めて、高温、多湿、直射日光を避け

て、室温で保管すること。 

・歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】* ** 

  

製造販売業者：フィード株式会社 

        商品インフォメーションデスク 

        電話 0120-004-504 

 

製造業者  ：キーストーン インダストリーズ（アメリカ合衆国） 

 （Keystone Industries） 


